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起業体験プログラムin遊楽祭(ヤンチャー甲子園)

2002.8.20(月)～8.26(月)

ジュニアベンチャー プログラム

８月１９日(月)
ベンチャーキャピタリスト向け説明会
起業家向け説明会･事業計画作成

学生VCに対しては、過去の事例を紹介しながらプログラ
ムの目的･内容、VC役としての注意点の説明を行いまし
た。起業家が加わった講義の中では、「参加→貢献→シェ
ア」という資本主義の基本と会社の作り方を学習しまし
た。その後、明日のプレゼンテーションに向けて、事業
計画を立てました。

８月２０日(火)
起業家からの事業計画発表
学生VCによる投資会議

各社は、学生VCに向けて事業計画の発表を行い出資の依頼を
行いました。その後、学生VCにより、各社の事業計画を検討･
し、出資金額・担当VCが決まりました。

会社設立→登記→資本調達

現実と同じような手順で会社の登記を行いました。株券を発
行し、資本を調達しました。会社によっては担保を差し入れ
銀行からの融資も受けました。

８月２４日(土)
店舗の準備作業　

各社翌日の販売日に向けての会場準備を行いました。店
舗の装飾も成功のポイントです。

８月２５日(日)
販売活動　10：00～19：30　　

３０度以上の暑さの中、各チームの店舗が開店しました。
会場中歩き売りをしたり割引券を配ったり、各社販売方法
を工夫して、激しい競争を繰り広げました。

８月２６日(月)
決算・監査・株主総会
納税・解散　　

いよいよ、1週間頑張った成果の確認です。前日の売上と
費用を計算し、決算書を作成しました。決算書に間違いが
ないか、会計士の監査を受け監査証明を貰います。その後
の株主総会では、決算内容をを報告し、無事全社承認を受
けることができました。結果は真夏の暑さの中で大健闘。
７社中５社が黒字となりました。税金を差し引いた利益を
株主に分配し、各社、解散をしました。

　今回で４回目となるジュニアベンチャープログラムは、群馬大学社会情報学部寺石正英教授とそのゼ
ミ生が中心となり、前橋市で開催された「遊楽祭*」を会場として行われました。前橋市周辺の高校生・
高専生・専門学校生の７チーム３０人が参加し、事業計画作成から解散までの会社の一生を実体験して
もらいました。また、今回は、ベンチャーキャピタリスト役である大学生(以下学生VC)が中心となって
投資ファンド（群大ファンド）を設立し、各社への投資を行いました。

＊「遊楽祭」･･･毎年夏に開かれる前橋市中心商店街の若手経営者が町の活性化を図るために行われたお祭り

Nippon Technology Venture Partners



Nippon Technology Venture Partners

手作りTシャツ

かき氷・ホットケーキ

野菜･ゼリー

焼きそば

白玉パフェ

ところてん･ジュース

カクテル

事業内容

-1,089-41,4150-41,41572,13536,150G社

-79-7,9280-7,92843,23835,310Ｆ社

158106831,02832,096Ｅ社

1744,7041,1705,87431,65637,530Ｄ社

1824,5731,0905,46345,13552,098Ｃ社

32418,1494,53022,67942,85665,535Ｂ社

82920,7305,18025,91028,71854,628Ａ社

1株あたり

配当
最終利益税金

税引前

利益
費用売上会社

6株

20株

10株
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6株

10株

4株

１人当
株数

-6,534

-1,580

10

1,044

1,092

3,240

3,316

利益

配当金

03,000

8,42010,000

5,0105,000

4,0443,000

4,0923,000

8,2405,000

5,5162,000

分配金

合計

創業者

出資金

◎各社(チーム)別業績集計 ＊起業家から徴収した税金は、遊楽祭の参加費に充填されました。

学生VCの感想

・VCを含めた全体のチームワークが良かった。起業家は積極的に自分達の意見をVCにぶつけ、VCの意見を素
　直に聞き入れる両面のバランスがよく取れていた。また仕入れも何度かに分けて行ったのもよかった。

・計画では削除するはずの「ところてん」が一番売れたのは意外だった。

・普段学校では物静かな1人のメンバーが声を張り上げて呼び込みをしていた。人生の選択肢を増やすこと　に
　なったかもしれない。

・素直に「バーベキューをやりたい」という気持ちで参加したチームだったので、活動を楽しんでいたよ
　うだ。全チームの中で一番事業に熱中しており、値引きもどのチームよりも早く起業家自身で決定して
　行っていた。お客様に対するサービス精神にも長けていた。

・VCとして何処まで入り込んでよいのか難しかった

起業家の感想

・最初は、不安でいっぱいだったが、終わった後の充実感でいっぱいです。楽しく出来たのが一番良かった。

・世間の会社の仕組みが分かった。会社運営の難しさも伝わったがとてもよい経験になった。

・話し合いが進むにつれ、メンバーのやる気が出てきて一生懸命に頑張っていた。それぞれの役職を決めて、やる　
　べき事を責任を持ってこなせたと思う。学生VCと仲良くなって仲間とも仲良くなれて、また是非参加したい。

・楽しかったです。またやりたい。

・赤字で損をしたが、いい経験ができた。

・商品を売り歩くことにより、お客様とコミュニケーションを取ることが出来てよかった。

・お客様が買ってくれたときは、とても嬉しかった。
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